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広報広聴常任委員会会議録 

 

日  時 令和元年５月20日（月曜日）10時 00分～10時 58分 

場  所 議員控室 

出 席 者 阿部委員長、金木副委員長、小寺委員、舟見委員、工藤委員、森議長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 平山議員、船本議員、村田副議長 

事 務 局 豊島事務局長、杉野係長 

 

阿部委員長 

 それでは、時間となりましたので、広報広聴常任委員会を開催いたします。 

 本日のテーマは、議会広報・広聴の調査、研究及び実施に関することについてを議題

といたします。資料の中にありますけれども、広報について、そして広聴について協議

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

１ 議会広報・広聴の調査、研究及び実施に関することについて 

（１）広報について 

 

阿部委員長 10:00～10:05 

 では、私のほうから資料について説明したいと思います。まず、１つ目の広報につい

てですが、（１）の議会広報紙の編集及び発行といたしまして、議会広報紙は年４回発行

しております。１月、４月、７月、10月、これは定例会後に発行するような形になって

います。発行までのスケジュールについてですが、ここに例として載せています。平成

30年12月定例会が12月13日から14日まで行われていまして、それから発行までのスケジ

ュールを載せています。まず初めに、議会広報委員会、平成30年12月14日、これは定例

会終わってすぐ開いています。内容としては、レイアウト等の打ち合わせであったり、

各担当ページの決定。次に、編集作業を平成31年の１月８日、レイアウト、誤字脱字等

のチェックを行っています。次に、各課でのチェックを平成31年１月10日、仮印刷した

ものを各課によるチェック、これは３日間でチェックしていただいておりました。最終

入稿日が平成31年１月12日、印刷会社へチェック済みの原稿を届ける。そして、納品日

が平成31年１月21日、印刷会社から納品。発行日が平成31年１月23日、町内配布が平成

31年の１月24日に町内に配布しております。この中で、米印で書いていますけれども、

一般質問についてはこれまで質問された方が編集しております。 

 続けていきます。（２）のインターネット中継（手法検討）として、昨年度町側のほう

に予算要求しております。51万4,000円、これについては広報広聴常任委員会の調査事項
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に入っておりますので、今後も引き続き調査をしていくつもりです。その下に予算申請

時期までにある程度の方向性、次年度に予算要求するものなのか、また時間をかけてで

もどういった形でインターネット中継が実現するのかというのをある程度方向性を出し

ていかなければならないのかなというふうに思っています。インターネット中継につい

て予算申請しましたけれども、その目的としては本町議会本会議での町理事者と議員と

の議論を時間に制限されることなく町民等が傍聴できる機会を提供し、より町民の関心

及び羽幌町行政へ町民の参加する意識を助長することを目的に、会議を録画し、インタ

ーネット等を通じて放送するため、必要な機器の購入を予算要求として申請していまし

た。町側からの回答としては、必要性は理解するものの、配信方法等を含めて再度検討

願いたいとの答えが返ってきています。 

 次に、（３）のその他として、前期までに取り組んできた広報の部分を報告しますけれ

ども、常任委員会、各特別委員会の議事録を平成30年４月より町のホームページで閲覧

可能となっています。平成30年12月より音声配信、これは一般質問だけですが、町のホ

ームページから聞くことができます。最後に、議会通信の掲示ということで、一般質問

の内容など、また質問者の紹介などをしております。 

 まず、ここまでが広報についてとなります。今回新しく工藤委員、舟見委員入られて

いますので、もしわからないことがあれば、挙手にて質問、また意見なり言っていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。工藤委員、舟見委員、何かここま

でで、例えば広報の編集であったり、そういったことでわからないことがあればぜひ聞

いていただきたいなと思います。 

 

－主な協議内容等（質疑）－ 10:05～10:16 

 

工藤委員   今のところではないです。この質疑はずっと見ていたので、きちっとや

っているなという感じを受けていました。 

 

阿部委員長  編集については。 

 

工藤委員   編集については、現在の流れで僕は十分だと思うのですけれども。 

 

舟見委員   僕はとりたててないです。 

 

阿部委員長  編集については、この常任委員会の委員さんでやることになりますので、

よろしくお願いいたします。インターネット中継に関してもしあれば。
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予算申請時期までに方向性を出すというのを書いていますが、これは例

えばもう一回どういった手法がいいのか、そういった部分も含めて、い

きなり次年度出すのではなくて、今期じっくり時間をかけてやるという

ことも一つですし、何だかんだ早くやりたいのだというふうになれば、

当然この常任委員会を開催する機会がどんどんふえるのかなとも思いま

すけれども、どうでしょうか。 

 

工藤委員   この時代の状況でいくと、やっぱりネット見ている人が相当数あると思

うので、傍聴に直接行くのはどうも二の足踏むという人方がそれで見れ

れば、十分羽幌の今の議会にしろ、町側がどういうことをやっているの

かというのが一目で見れるのだから、それは現在の時代の背景からいく

とやっぱりやる方向で進めたほうがいいと思うのですけれども。 

 

金木副委員長 今年度で予算化されなかった理由にほかの配信方法も含めて再検討をと

いうような言い方だったのだけれども、ほかの配信がそんなに何通りも

あるのかどうか、俺もちょっとわからないのですけれども、その辺町側、

町長というか、どの辺の意図があってそういうこと言っているのかなと

いうのをわかる範囲で。うちはたしかユーチューブに上げるような格好

だったと思うのですけれども、それ以外の上げ方、配信の仕方というの

は私も詳しくはわからないので、ユーチューブなら何か問題があるのか

どうかというようなこともあるのですが、ありそうな気もしますけれど

も、その辺もうちょっとどこかで吟味、検討する必要があるのかもしれ

ないなという気はしました。 

 

阿部委員長  そういった場合というのは、例えば町側から説明を受けるような形にし

たほうがいいのかどうかというのはあるけれども。 

 

金木副委員長 こうだろう、こうだろうとうちらで言っているだけではね。 

 

森 議 長   たまたまこの時期議員でなかったという方はお目通し願いたいと思いま

す。新人議員２人もそうですけれども、あと３月に小寺委員のほうでこ

れについて質問していますよね。まだ私は議事録見ていないのですけれ

ども、そのときにもそういうような返事だったのです。それで、町側と
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しては具体的に、一般質問の答弁ですから、それに対して返答している

と思うのですけれども、先ほど一応ほかのこともというのですけれども、

具体的なやりとりはなかったです。小寺さんからも自分でやったし、小

寺委員に聞いてもらったほうがいいなと思うのです。 

 

小寺委員   ちょっと今議事録確認しようかなと思ったのですけれども、まだ載って

いないので、あれなのですけれども、基本的にはその辺、当初予算請求

をした回答のネットの配信の仕方ということは問題ではないような答弁

だったのです。なので、その辺を確認はしたのですけれども、根本的に

はそこではないような答弁だったように認識しています。なので、そこ

はより具体的に、本当に予算上でだめだったのか、当初予算請求した回

答のネット環境によるものが原因でだめだったのか、そこはしっかりも

う一度確認しないといけないのではないかなというふうには思っていま

す。自分も一般質問しながらも、前言ったというか、予算査定の結果の

ものと違っていたので、そこが原因ではないのかどうかなというのは疑

問を持ちつつ一般質問終わったのですけれども、そんなところです。 

 

森 議 長   金木さんがそうおっしゃったというのは、予算査定の結果落ちた理由の

中に配信方法等も問題があるのでないかという指摘というのを多分事務

局長から聞いたのかなと思うのですけれども、一般質問ではそれは余り

問題でないような、何が問題ということは明確に言わなかった。お金が

ないからつけないとかという、配信の方法が問題でないならば、住民に

そういう形で知らせること自体も何かと議論になっています。変な言い

方だけれども。 

 

小寺委員   議事録がないので、正確にはちょっと言えないのですけれども、基本町

民に対して広報するということは町側、町長も認めて、いいというふう

に、今年の最初の言葉でもありましたし、それはおおむね合致はしてい

るのですけれども、その方法とやり方と、あとお金とというところが原

因なのではないかなというふうに思います。ですので、50 万円が高い、

安いというところなのか、そこはやっぱりもう一度、それが委員会がで

きたので、委員会として聞くほうがいいのか、それとも各議員が一般質

問の中でもっとそこを深めていくほうがいいのかというのはちょっとわ
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からないのですけれども、そこは明確ではなかったと思います。 

 

阿部委員長  そういった感じですと、改めて町側のほうにも確認する必要があるのか

なとも思いますし、多分次年度の予算に反映させるのであれば、聞きな

がら、そういった方法を検討をしながらということで、時間もかなりか

かると思うので、急いで次年度に予算要求という形ではなくて、ある程

度確認しながら、やりとりしながらインターネット中継に関して実現で

きる方法というのを探っていったほうがいいのかなとも思いますけれど

も、その辺もしほかの意見というか、あれば。何だかんだ来年やろうよ

というのがあればあれですが、どうでしょう。 

 

工藤委員   基本的にやるということで、僕一般質問でなくて、例えばこの委員会で

町長をはじめ担当者の方に来てもらって、懇談しないとなかなか進まな

いのでないのかな。一般質問でやっても、それはできないと言われたら、

もうそれで終わりになる。この会ではできないの。 

 

森 議 長   今たまたま懇談という、まだなれていないからあれだけれども、そうい

う意味でなくて、多分議会としては委員会の調査、休会中の所管事項調

査にきちっと上げて、町側の見解を聞いて、委員会として正式にやりと

りするというような内容を含んでいるのでないかなと。懇談というと何

か個人的なとか、非公式な感じになるから、そういう意味。 

 

阿部委員長  そういうような形で町側のほうもちゃんと委員会として呼んで、どうい

った手法がいいのかというのを協議していきたいと。これに関しては、

ではある程度時間をかけてでもしっかりと手法を検討していくという形

でよろしいですか。（はい。の声）それでは、（３）のその他にこれまで

の取り組みが書いていますけれども、もし広報について何かほかに議会

についての広報、こういうのもしあれば、ここで意見を言っていただき

たいなと思いますけれども、いきなり何か出してくれというのも難しい

ですので、これについても委員会、回を重ねていく中で、もしこういっ

たふうに町民の方に議会の活動なり、こういった動きをしていったらい

いのではないかなというのがあれば、委員会のほうでもぜひ発言してく

ださい。では、まず１つ目の広報についてこれでいいですか。（はい。の
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声） 

 

（２）広聴について 

 

阿部委員長 10:16～10:18 

 では、２つ目の広聴についてに移りたいと思います。まず、（１）の住民との意見交換

会で、過去の意見交換会として、１回目が子育て世代、これはゼロ歳から６歳児の保護

者を対象として、開催日が平成29年の12月19日、参加者は18名、２回目が青年層、18歳

から45歳、平成30年３月16日開催の参加者が17名、３回目が町外からの転入者の方たち

との意見交換会を平成30年７月24日、参加者が19名、４回目の意見交換会がボランティ

ア団体、これは福祉系の３団体と意見交換会をしまして、平成31年１月28日、参加者は

17名となっております。下に行きまして、意見交換会で出された意見は一般質問であっ

たり委員会の調査事項等で行っています。意見交換会開催前に事前アンケートも実施し

て、参加されていない方も含め、広く意見を収集しています。３つ目が意見交換会で出

された意見を政策に反映させるためにも、議員間討議であったり政策提言の仕組みづく

りが今後は必要になるのではないかなと考えております。 

 （２）の次回の意見交換会開催について、今日全て決めるのは難しいのですけれども、

一応今日のメーンとして考えていただきたいなと思っています。そこで、団体であった

り、年第、性別等あろうかと思いますが、もしこういったところとやってみたらどうだ

ろうかという意見があれば、出していただきたいなと思います。時期的には休会中にや

りたいなと、６月の定例会終わってから９月定例会までの間に１回やれたらなと思って

います。 

 

－主な協議内容等（質疑）－ 10:18～10:58 

 

小寺委員   まず、４年あるうちの年間何回やっていくのかというのを決めるのか、

それとも最低でも年に３回やりましょうとかというのをするのか、要望

があったものに対してやっていくのか、どういうスタンスでやっていく

のかというのを明確にしたほうがやりやすいのではないかなというふう

には思います。ただ、もしそれがないのであれば、急ぐことはないです

し、どうしても今年度中に２回はしたいですとか、定例会ごとには毎回

やりたいですとか、そっちを決めれば必然とはまっていったりもします

し、あとは時期的なものもあって、12月定例会後だと、やったことはあ

るのですけれども、年末年始でちょっと難しいですとか。あともう一つ
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は、議会広報にそれを反映させていくのか、それとも全然別なものとし

て扱っていくのか。スケジュールです。最後のほうはどうしても議会広

報に載らないので、別で印刷してつくったこともあったと思うのですけ

れども、そういうものもありますし、あとは相手方のスケジュールもあ

るので、その辺も含めて全体でどれぐらいをやりたいというか、目標が

あるのか、もし委員長のほうであれば。 

 

阿部委員長  前期、議会・行政改革特別委員会の中の第２分科会の中で意見交換会を

担当していまして、定例会後に毎回やるとなるとかかなりスケジュール

的には厳しいなとは個人的には考えていました。あとは、先ほど来言い

ましたように、広報紙に載せる関係もあって、その辺うまいタイミング

でというのも必要になりますし、ただ定例会後にずっとやるのが厳しい

から、個人的には年２回、３回ぐらいが、２回ぐらいが一番いいのかな

と。その間にしっかりと意見交換会の対象者を決めるなり、事前アンケ

ートをとる関係も今後引き続きとっていったほうがいいのかなと思いま

して、そういったのもあるので、かなりスケジュール的には、１回の意

見交換会を開催するのに２カ月ぐらいは時間を必要としているのです。

そういったことを考えれば、年２回やれればいいのかなというような思

いでおりました。 

 

小寺委員   あと、前期とちょっと違っているのが役割分担、ほかの常任委員会との

役割分担なのですけれども、前期の場合は例えば担当する常任委員会が、

総務産業常任委員会は個別に商工会ですとか漁協ですとか農協と懇談会

をしているのです。それを含めて、うちの委員会で広聴という機会で受

け取るのか、それとも常任委員会は常任委員会でやっていただいて、そ

れ以外のものというか、内容で独自でやっていくのか、その辺のすみ分

けをしないと、総務産業で考えていたのだけれども、こっちでも考えて

いるということも出てくるのではないかなと思っているのですけれども、

その辺広報広聴常任委員会で担当する広聴部門の位置づけというのが今

わかるか、話し合うのか、ちょっとわからないのですけれども、もしほ

かの委員の方で。 

 

森 議 長   逆に、さっきと同じで広報広聴常任委員会をつくるときの議論に全く参
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加していないので、こちらのほうからつくるということは広聴の目的を

つくると、そういう話はもうある程度した上でつくったのかなと思って

いたから、そのときのものをむしろ聞きたいなと思っていたのですけれ

ども、その上で議会一般としての部分の話をしないと新人わからないし、

僕も全然つくるとき参加していないので。 

 

阿部委員長  そこまでについては多分議論はされてはいなかった。ただ、広報広聴常

任委員会の中に意見交換会という部分含まれているだけであって、常任

委員会ごとの懇談会、各産業団体であったり、そういったのまで含めて

いましたっけ、含めていなかったのでないか。 

 

森 議 長   基本的には、従前も意見交換会の担当ですよということだけが具体的に

あったと。当然新しくでき上がったわけですから、これからいろんな工

夫してそれ以外も、広聴活動ってそれだけではないような気がしますの

で、そういうことはまた別にやるとして、つくった段階では意見交換会

のみということでつくったということであれば、従前の産業団体の部分

というのもある意味ではかぶるし、それではない調査事項に近いような

形で意見交換会、意見交換会という名前そもそもつけていないみたいな

ことがあるので、その辺は若干調整が必要なのかなと思いますけれども、

ここだけ決めれることでもないので、改めて常任委員会委員長等も含め

て整理する必要があって、今日進める上でそれがなければ次に行けない

ということではないので、次回以降の課題としてやるしかないのではな

いかなというふうに思います。 

 

阿部委員長  その辺も各常任委員会のほうと相談しながら、どういった形で、広報広

聴常任委員会としてやるのかというのも今後やっていきたいと思います。

年何回やるのかという話もありましたので、その辺について委員の皆さ

んからもしあれば、金木さん、どうでしょうか。 

 

金木副委員長 何回が正解かというのはないのだろうけれども、確かに大体多くても４

回やったという、去年か、４回やりましたけれども、４回にこだわる必

要もないと思うのです。その時々の日程とか、議会の視察日程とかが入

っていれば結構忙しい期間もあるだろうし、真冬の開催も１回、１月 28
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日に開催した経過もあるけれども、なるべくなら真冬の開催は避けたほ

うがいいのではないかなという気もするし、そういったことで３回前後

ぐらいがベストかなという気がします。 

 

工藤委員   ２回ないし３回でいいと思いますけれども。 

 

小寺委員   工藤さんと舟見さんは様子もわからないので、回数を言えないのではな

いかなと思うのです。ただ、自分の認識としては、前の第２分科会とい

うのが担当したのですけれども、準備、アンケートも含めて、事前にオ

ファーをかけて、アンケートをとって、集計をして、当日運営を行って、

その後アンケートをまとめて、広報に原稿を上げてという作業はかなり

一生懸命、大変だったのではないかなという認識だったのです。なので、

余り無理しないでやったらいいのではないかな。ただ、それをどこまで、

うちの委員会で持つわけですから、かなりみんなで頑張らないと大変、

委員長だけでやるわけではないのでという意味で、たくさん回数やれば

本当はいいと思うのですけれども、少しずつ準備しつつ、なれてくれば

たくさんできるとは思うのですけれども、余り無理する回数を設定しな

いほうがいいのではないかなというふうには思っています。 

 

舟見委員   今小寺委員がおっしゃったとおりだと思います。 

 

阿部委員長  年何回というのを決めずにやっていくような形でよろしいですか。何回

と決めないといっても、次の意見交換会も当然考えていかなければなら

ないと思いますので、その辺も委員会をびっちり開くというのも大変に

なってきますので、もし何か、今まで４回やりましたので、こういった

ところとやってみてはどうかというのも挙げてもらえれば、それも対象

者を調べる上で、確認する上でもいいので、もしこういったところでや

ってみたらどうだろうかというのがあれば。 

 

工藤委員   前回やった青年層というのは、どういう職業の方が主だったのか。 

 

阿部委員長  ばらばらなのですけれども、農協青年部、漁協青年部、そして商工会青

年部の３団体の青年の方たちに声をかけたのと、あとは一般の方も何名
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か参加していました。周知方法というのは、各産業団体の青年部の部長

さん宛てに参加お願いをしたのと、回覧板のほうでもたしか回していた

はずです、これについては。 

 

工藤委員   例えば18歳から45歳、もしくはもうちょっと年齢上の55歳ぐらいまで、

そういう方々の意見というものを聞くのは非常に重要だと思うので、完

全に現在現役で働いている人方と一度懇談して、例えば町の現在の仕組

みとか、僕らはこういうふうにして思っているというのを吸い上げるの

がこれからにとっていいのでないかなと思いますけれども。 

 

阿部委員長  ある程度年齢を上げてというか、現役で働いている方たち。 

 

工藤委員   現役で働いている人、そういう人方の意見聞くのが一番いいのだと思う

のですけれども。僕は詳しくわからないのですけれども、今特に情報と

いうか、知識がないのが林業のことがわからないので、よく年配者に聞

くと、山にきちっと木を植えてきちっと管理しないときれいな水が流れ

てこないから、漁業にも影響するのだとか、あるいは山から流れた水が

田んぼに入って稲がよく育つのだとか、山に木をきちっと植えることが

大事だとかって聞いて、僕はわからないから、ああ、そうなのだみたい

にして返答しながら会話するのですけれども、そういう林業関係の人方

の話も、僕ら今さら勉強というのもあれだけれども、聞いてみたいなと。 

 

小寺委員   うまく言えないのですけれども、意見交換会だから、例えば林業だった

ら総務産業の担当でもあるのです。農林水産が担当なので、そこを農林

水産からの話ではなくて林業者に限定してしまうのか、その辺が難しく

て、林業者との意見交換会にしたいのか。 

 

工藤委員   そういうしたいということではなくて。 

 

小寺委員   だから、その辺、ちょっとわからないのですけれども、どこの場所でや

るのが一番いいのかなと自分は思ったのです。 

 

工藤委員   単純に、例えば農業の人も漁業の人も林業の人も来てもらって、いろん
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な話を聞くということでいいのではないですか。 

 

小寺委員   くくりはしないということなのですかね。個別に今言っていたので、今

のをちょっと広げると１次産業の方との懇談会というふうにするのか、

意見交換会というのをもしテーマにするとすれば、そういうふうになる

のか、それとも林業、農業となるのかなと。 

 

工藤委員   ちょっとわからなかったものですから、出したのは僕の思いだけであっ

て、林業の人だけ来てもらってやるということではないです。 

 

阿部委員長  現役で働いている方たちということなので、２回目にやったのは本当に

青年層という若い世代だけでやったから、そうではなくて 50 代、60 代

までいくのか、そういった方たちも含めてということで多分工藤委員お

っしゃっていると思います。もちろんそういった広くやるのも一つかな

とも思います。先ほど小寺委員のほうから、林業だけとなれば、それは

それで委員会のほうになるのかどうか、そちらのほうも常任委員会の委

員長さんを含めて協議していきたいなと思います。 

       僕の案も１つ言っていいでしょうか。僕としては、中心市街地の特別委

員会の委員長にもなりましたし、商店街の商店主さんたちからの意見と

いうのも１つ聞いてみたいなと。ここ最近商店街振興会のほうからは余

り要望等出ていないので、その辺したいなという。そこでいろんな要望

を聞いて、それで中心市街地を云々という思いもあるし、これはあくま

でも自分の案なので、その辺いやいや、こっちのほうがいいのではない

かとか。 

 

工藤委員   今僕最初に言ったのは、農業、漁業、林業の方で一くくりで１回やって、

そして商業関係の人とはまた２回目にやるとか、それが逆でもいいです

けれども、そんなふうにすれば大体民間で働く人の意見吸い上げられる

のでないのかな。 

 

阿部委員長  農業、漁業、林業、１次産業の方たちを集めて。ほか、もしこういうの

というのがあれば。 
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森 議 長   今２つのアイデア出てきたし、いいですよね、順番は別にして両方とも。

両方やると余りにも幅広過ぎるということもあるかもしれないし。労働

現役世代という言葉があるのかどうかわからないですけれども、今 70

まで働いているので、そういう世代層と持つというのもいいなというふ

うに思うので、あとは順番等を詰めていけばいのではないですか。 

 

阿部委員長  せっかく工藤委員のほうからも意見いただきましたので、まず１次産業

に従事されている方たち、青年層とは違って社長さんとかをやっている

方たちと話すのも一つかなと思いますので、対象者は農業、漁業、林業

の方たちでよろしいでしょうか。（はい。の声）時期的な部分がありまし

て、農業、漁業、林業もそうなのですけれども、時期的に。 

       暫時休憩します。 

 

（休憩 10：38～10：49） 

 

阿部委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

       先ほど意見交換会の対象者であったのですけれども、前期第２分科会の

ほうで、いろいろとこういった団体とやってみたらどうだ、こういうの

を対象者にしたらどうだということで、第２分科会できてすぐのときに

案として出したのが子育て世代との意見交換会、老人クラブとの意見交

換会、各町内会との意見交換会、小中高校生の保護者との意見交換会、

ボランティアサークル、団体等との意見交換会、離島地区での意見交換

会を案として出しました。その中で、今出たいろんな団体の中でさらに

ピックアップするでもないですけれども、世代的な部分であったり、そ

ういった感じで意見交換会をやっています。前期、森議長のほうからも

移住者、転入された方とやっていないという、そういった方たちの声を

聞くのも一つではないかということで、そういった方たちと意見交換会

をしています。いきなりそうやって言ったはいいけれども、ではどこと

というふうにもなりますので、特に先ほど出ました１次産業の方たちに

ついてはやっぱり時期的な部分もありますので、そういったところも考

慮しながら、次回どういった対象者がいいのかというのを考えていかな

ければならないのかなと思います。ずっとこのままどこにするとかとや

っていても今期の第１回目ができませんので、もし本当によければ、先
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ほど自分が言った商店街振興会とか商店主の方たちとの意見交換会、商

店街ですので、夏場だから残業しているということもないでしょうし、

そういった形でもしよければ、時期的な部分も休会中になりますので、

７月の末から８月頭あたりにやれればいいのかなとも思いますけれども、

もしほか委員さんのほうから何か意見があれば、お願いいたします。 

 

工藤委員   今の商業関係の人との１回目というのは、いいと思います。日程も７月

が一番いいのでないかな。お祭り終わった後ぐらいに。 

 

阿部委員長  そういったスケジュールも今後調整しながら、何月の何日までというの

は決めないで、まずは７月から。 

 

小寺委員   ６月中とか、定例会終わった後に。７月入ると研修とか入る。研修６月

か。 

 

阿部委員長  ６月。 

 

小寺委員   あとは、議会広報との関係もあるので、そこも考えると早いほうが編集

とかは楽ちん。 

 

阿部委員長  編集に関してはそんなに、出された意見をそのまま載せるだけだから。 

 

小寺委員   あと、載せるか載せないかというのもあります。 

 

阿部委員長  意見交換会を開催したことについては、議会だよりのほうには引き続き

載せていきたいなと思っていますし、出された意見について今後どうす

るかというのもありますので、そちらに関しても常任委員会のほうにこ

ういった意見出されましたというのを持っていって、委員会の調査事項

に含めてもらってもいいですし、議会だよりのほうは引き続き載せてい

く形です。 

 

森 議 長   あと議長日程のことで、６月は、前回も言いましたけれども、24の週は

４日間フルに羽幌にいませんので、帰ってくるのが27日の夜遅くという
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ことになりますから、６月中はスケジュール的にかなり難しいというふ

うに考えます。 

 

阿部委員長  ７月末から８月、お盆前には、それかお盆明けぐらい。事前アンケート

とか周知する絡みもありますので、あとは対象者の方と調整しながらと

いうことになりますので、時期的な部分は７月から８月ということでよ

ろしいですか。（はい。の声）場所とか時間についても対象者の方と相談

しながら決めていきたいなと思います。商店街の方たちなので、仕事が

終わってからということで夜になるのかなとは思います。こちらについ

ては、常任委員会のほうでどういったアンケートの内容にするのかであ

ったり、進め方というほうも今後決めていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。では、意見交換会についてはよろしいですか。 

 

小寺委員   あと、今回１回目は大体決まったと思うのですけれども、ラインナップ

をいっぱいふやして、そこから選んだほうがいいと思うので、うちの委

員会だけではなくて、今回委員会に入っていない方にも口頭でなくてペ

ーパーでいっぱい出してくださいぐらいのを集めて、たくさんある中で

今一番いいものを選ぶような形で、うちの委員会以外の方にももっとし

てたくさんの材料を集めたほうがいいのではないかなというふうには思

うのですけれども、いかがでしょう。 

 

阿部委員長  そちらに関しても、広報広聴常任委員会だけで対象者決めるということ

にもならないと思いますので、この常任委員会に入っていない議員の皆

さんの意見を聞きながら意見交換会の対象者出していければなと思って

ます。 

       暫時休憩します。 

 

（休憩 10：56～10：58） 

 

阿部委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

       ほかどうですか。（なし。の声）なければ、広聴についてはこれで終わり

にしたいと思います。その他、広報、広聴について何かあれば、意見お

願いいたします。ないですか。（なし。の声）では、ないようですので、
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以上で広報広聴常任委員会を終了いたします。お疲れさまでした。 


